
















Blood Volume Response to Hypoxia over the Forehead Determined 
by Near-Infrared Spectroscopy  







































分 圧（partial pressure of end-tidal O2；PETO2） 及 び













度（fractional concentraion of O2；FO2）と二酸化炭素





























concentration of inspired O2；FIO2） 及 び 二 酸 化 炭
素 濃 度（fractional concentration of inspired CO2；
FICO2）の調節を開始した。ベースラインではPETO2
が100mmHgになるように，低酸素負荷時ではPETO2



















































































ソース 自由度 F 値 P値 偏η2 ソース 自由度 F 値 P値 偏η2
深度 1 4.7 0.055 0.32 深度 1 10.0 0.01 0.50
時間 11 11.8 0.001 0.54 時間 11 7.5 0.001 0.43
深度* 時間 11 2.3 0.016 0.18 深度* 時間 11 3.4 0.001 0.25
OxHb OxHb
ソース 自由度 F 値 P値 偏η2 ソース 自由度 F 値 P値 偏η2
深度 1 183.0 0.001 0.95 深度 1 120.6 0.001 0.92
時間 11 21.1 0.001 0.68 時間 11 19.5 0.001 0.66
深度* 時間 11 50.9 0.001 0.84 深度* 時間 11 43.1 0.001 0.81
HHb HHb
ソース 自由度 F 値 P値 偏η2 ソース 自由度 F 値 P値 偏η2
深度 1 395.1 0.001 0.98 深度 1 179.4 0.001 0.95
時間 11 101.0 0.001 0.91 時間 11 72.9 0.001 0.88




ソース 自由度 F 値 P値 偏η2 ソース 自由度 F 値 P値 偏η2
深度 1 0.5 0.513 0.04 深度 1 0.7 0.417 0.07
時間 11 9.9 0.001 0.50 時間 11 6.1 0.001 0.38
深度* 時間 11 2.9 0.051 0.23 深度* 時間 11 1.5 0.243 0.13
OxHb OxHb
ソース 自由度 F 値 P値 偏η2 ソース 自由度 F 値 P値 偏η2
深度 1 53.1 0.001 0.84 深度 1 62.6 0.001 0.86
時間 11 10.3 0.001 0.51 時間 11 13.6 0.001 0.58
深度* 時間 11 27.4 0.001 0.73 深度* 時間 11 42.5 0.001 0.81
HHb HHb
ソース 自由度 F 値 P値 偏η2 ソース 自由度 F 値 P値 偏η2
深度 1 78.3 0.001 0.89 深度 1 83.9 0.001 0.89
時間 11 66.2 0.001 0.87 時間 11 82.3 0.001 0.89
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低酸素に対する近赤外線分光装置により測定した前額部ヘモグロビン容積の変化
抄　録
　本研究では，低酸素負荷に対する近赤外線分光装置（Near-infrared Spectroscopy; NIRS）によ
り測定した前額部ヘモグロビン容積の変化において，前額部の深層部と表層部では違いがあるかを
明らかにすることを目的とした。成人男性11名を対象者とし，座位により10分間の低酸素負荷に対
する前額部のヘモグロビン容積の変化をNIRSにより測定した。低酸素負荷試験では，呼気終末酸
素分圧が45mmHg，呼気終末二酸化炭素分圧がベースラインから一定になるように，吸入酸素及
び二酸化炭素濃度を調節した。左右の前頭極と前側頭部に計４つのNIRSのプローブを配置し，表
層部と深層部のヘモグロビン容積の変化を記録した。ヘモグロビン容積の１分毎のデータを平均化
し，さらに低酸素負荷開始直前の２分間のデータを平均化し，それを基準に変化量を算出した。10
分間の低酸素負荷の前半５分間と後半５分間に分け，データを平均化し，統計に用いた。２要因の
分散分析により，ヘモグロビン容積の変化における表層部と深層部の差の検定を行った。また，表
層部と深層部のヘモグロビン容積変化の相関係数を求めた。前頭極の総ヘモグロビンの変化は表層
部と比べ深層部で有意に高値を示した。一方，前側頭部の総ヘモグロビンの変化において，表層部
と深層部の有意な差は認められなかった。表層部と深層部の総ヘモグロビンの変化において，前頭
極及び前側頭部において有意な相関関係が認められた。これらのことから，低酸素負荷において，
NIRSで測定されたヘモグロビン容積変化は，脳血管の拡張を反映しているだけではなく，皮膚を
含む表層の血管拡張が影響している可能性が示唆された。
